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平成 31 年度予算要望書 

 

我が国は、2019 年 10 月に予定されている消費税の１０％への引き上げ、さらに 2020

年の東京オリンピック・パラリンピックの開催に向け、世の中が目まぐるしく変化して

います。 

しかし、確実に進行する人口減少や超高齢社会の到来、そして、いつ遭遇するかわか

らない災害への防災・減災対策と気を抜くことができません。 

どのような変化の時代にあっても「行不由径（行くに径に由らず）」の精神を忘れず、

市民ひとり一人が快適な環境のもとで、生き生きと暮らすことができる活力ある三条市

とするために、市と住民との協働作業がさらに重要になってきます。 

三条市議会公明党議員団は、市民が安心して暮らし続けることを願い、平成 31 年度

予算要望書を提出します。ご検討の程、宜しくお願い致します。 

 

 

 

 



〇重点要望項目 

●消費税引き上げに備えた取り組みの推進。 

●市民の命と暮らしを守る防災・減災の取り組み強化。 

●地域社会全体で子ども・子育て支援をする取り組み強化。 

●超高齢社会へ対応する取り組み強化。 

●母子健康と子育て支援の包括支援体制「三条版ネウボラ」の確立推進。 

●予防接種を受けやすい体制づくりの推進。（子どものインフルエンザやロタウ

イルの予防接種助成、ポータルサイトの利用等） 

●がん予防や成人病など健康づくりを子どもの時代から意識づける教育の推進。 

●いじめ・SOS 教育の推進。（LINE アプリの活用） 

●教育環境の整備を目指して、早期のエアコン設備と通学路の安全確保の推進。 

●若者の活躍による持続可能な地域経済の活性化の推進。 

●全世代が参加し活躍する文化・芸術・スポーツ施策の推進。 

●認知症対策の更なる強化推進。 

●健康のための自己診断サイトの立ち上げ、「心の体温計」「がん検診のススメ」

の推進。 

●単身高齢者や高齢者家庭の地域見守りネットワーク、地域で支える体制の推

進強化。 

●住み慣れた地域で住まい・医療・介護・生活支援などを一体的に提供できる「三

条版地域包括ケアシステム」の構築推進。 

●安心して住み続けられるために、買い物、移動、見守りなどの地域づくりの構

築推進。 

●地域の歴史・文化の継承を担う新しい図書館の建設推進。 

●コスト意識を持ち、持続可能な健全財政を目指す。 


